




























































































米合者有．一十鈴人、君興分道凹出 南極闘専讃勝、西入秦臨巴局、北窮蒙十日伊型之額、東渉満洲三省之野、崎幅開閥、備嘗販苦 久之掠其身自経歴及獲同人探討者、悉得再域九州形勢 於是相謀創日清貿易研究所於上海。二十二年四月、君束蹄山口諸朝野識者日、東一政之計英吉乎聯日消雨岡
A口北（心力以内川市強久述之刻、叩（十山
H’
権輿於通商、刷、雨園通商之未盛者、非無物可貿選無人能経紀也。誠能於清凶要津開一大皐堂講習商務以造成人才、宣非合国今急務耶。 相黒岡・松方諸公皆題其一一 一口 而山石村民商務大臣尤以偽有補商政、約局設法給総賀、君乃遊説府豚招募生徒。明年四月適有勧業博覧曾之壊、向工脳波、部下乃聞け市貿易研究命日、 川山川川柳


















商権、二則協輯爾園和好、高一中外有事則居間解紛以省園際争議之煩也。時首相伊藤伯閲之大悦欲以提議帝閣議曾、君乃歴説政策首領大限板垣品川三氏並得賛同、加以海内紳商千散人、矯之創立員、匝庭粗定提議有H而議命日解散事党未行、朝鮮乱起郷好遂破、君上疏具陳敵同情勢攻伐善後方略、薦故面白門生二百隊人於大本持口任偵候通謀等山手而白退居於洛之若王子山、力闘誘披後進造就通才。和議既定出遊消岡視戦後情状 途月而還、屡曾朝野有力者、盛説日清商工同阻之急 又欲遊喜一掛問視南門鎖鎗、経鹿児島大鳥琉球一全盛北、時新醤吏民情意未治、彼此交疑動相講離、君局設紳商協 以融和之、将遂巡視全島 及福州度門香港 曾鼠疫大行先
r東方前荒I己先生之帥」について



































































































































































































































































































































やと。困っ 慨然として救済の志あり、業を畢るに及び暇を乞いて清に遊ばんとするも命を得、ざるを以て未だ果さず 十九年春乃ち上海由り長江を湖りて深く内地に入る 時に少壮にして志を慕い来り会する者一一十余人あり、持与に分近四出、南は問時浜野を極め、凶は一奈川附巴おに入り、北は蒙古伊型の刺 窮め、東は満洲 二省の野を渉り、崎順間閥、備に銀やけを嘗む、之 久しくして共の，身’けらの終版及び川人の探討より獲たるものに拠って、悉く市内域九州の形勢 得た 。是に於いて相謀りて口市貿易研究所を上海にて創めんとし、二十二年四月、君東帰し諸を朝野識者 告げて日く 東．胞の計は日清一両国を聯ね其の心力を合わせ以て富強久遠の規と為すよ 普きは英し其の事通商に権輿す顧みるに両国通尚の未だ峰んならざるは物の貿遷す可き無きに非ず、人 能く経紀する無きなり。誠に能く消凶の袋沖 於いて一大学九五を聞き、向務を講刷円し 人才を造成するは 世に当今の急務に非ず耶。時の相、川ぃ河川・松方諸公凶日比ハの
74口を躍とす、
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タを保たず、ぐ。是に於い 紀綱弔張し校運復振う、
又編纂同を開き清国通商総覧を修む、同人の積年蒐集せる所に拠













































































































































〔度支常細〕支出の計算が常に不足する。〔有完〕おおよそ完備した。〔悔陶〕恐れ ののくさま。〔期年〕満一ヶ年。〔一骨老曾 太平天国の乱の後、職人、破産農民、脱落軍人等 集まり「反清復明」を目標にして長江流域に活動した結社。
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九月も三日、卦報忽ち す。何たる愚かさぞ、思師灼熱の中に病み給ふも知らで旅を約けしとは。天の命数議きたる のと観ずるも、師が病偏向に奉侍だにせざりし は 師が子弟としてと べき 法なかりしか。されど我等に 院命の重大なるあり、如何なる情の存すればとて、勾くも院命を疎んずる 許されず。的
天忽然と我師の生を奪ひ給ふ。何たる無情ぞや、我等泣かんとするも泣く能はず。我師、元々
かりそめあっ




















誰か限前に展開する史質を収拾すべきものぞ。又、何人かあって東町再興 旗峨に、眠 大同に鞭打たんとする。然りと雌も、斯くの如きは只先生の大たる所以にあらず、斯くの如きは先生 教授た 片手間に凹俗の夢を破らんがため志したる一業のみ。言ふ迄 なく 事業の大部分は、同文書院内学生 品川向に作して
ワワ-[,iJ): ,1t院記J念持i VOL. )9 
あるなり。先生の口端より洩る》片言隻句は議く吾人に偉大なる決意と勇猛力とを興へたり。先生の講義は表は単なる一史・買のみ。然れどもその裏に潜める先生の核髄に至つては、五日人は忽ちにして先生と同一慢なるに至れるなり。直ちに以て衰へたる東亜文明に血涙を注ぐなり。
一度東亜民族の宿起するあらんか、その文明

















教授の信念を重んずるや、時に或は任者の如きものあり。大正二年支加第二革命の勃授に際し書院の兵火に迦ふや、世論紛々漸々書院再建 無．要を説く。こ 秋、教授肥前大村 似校舎に憤激指くとこ を知ら
ず、短万を腹中に擬 たりと聞く。これを聞くの日五日人は傑然たらざるを得ざるなり。先生の信念の如何に日本の将来を憂ふる ありしか。世田時頑迷の世人 今や漸く支那問題の自己の生死存亡に附するを知るを何たる、先生の信念のよりて来たる結品たらずんばあらず。














































































































るが、先生逝きて既に八十五年の歳月を経ており、このまま忘却の彼方へ放出するに忍びず、再度印刷に付して少しでも多くの福友及び関係者更には愛犬同窓の方々にも大村欣一先生の思想と業績の一端を知って欲しいとの願いを箆めた。尚、原文 中不適切と忠われる箇所、新聞 り転載の折の誤植と忠われ 箇所数ヶ所を訂正した。また先生が旅行誌の序文に引用された詩文二篇は出典があるので、大方のご理解 助にと考え此の際次に補注として記す。但し、二信とも長文なので引用文に対応する箇所のみを掲げ こと
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